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・東口の乗降客数(想定)＝約 2,000 人/日 

・西口の乗降客数(想定)＝約 1,000 人/日 

““動動””  

““静静””  

１.まちづくりビジョン及びまちなみ形成コンセプト（案） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２.まちなみデザインの方向性と方針 

まちなみ形成コンセプト(案)におけるコンセプトイメージから導かれるまちなみデザインの方向性と、その
方向性に沿ったデザインを実現するための、統一したデザイン方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.新駅東西の機能分担、及びゾーン・主要軸の景観形成方針 
個 別 施 設 の デ ザ イ ン に 向 け て 、 土 地 利 用 や 主 要 な 軸 に 対 応 し た 、 め ざ す べ き ま ち な み 景 観 の 在 り 方 を 景 観 形

成 方 針 と し て 設 定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.東西共通のデザインテーマ 
「 北 陸 新 幹 線 （ 仮 称 ） 上 越 駅 の 整 備 に 関 す る 要 望 書 」 に お け る 、 駅 東 西 に お け る 共 通 の デ ザ イ ン テ ー マ  

 

 

 

 

 

 

◆まちなみ形成コンセプト(案)： 

自自然然とと人人がが結結ばばれれてて生生ままれれたた生生活活やや歴歴史史をを  

新新ししいいままちちななみみにに織織りり込込みみ、、  

次次代代へへとと継継承承すすべべきき““ままちちななみみ””のの創創造造  
◆コンセプトイメージ 

自自然然ととままちちをを結結ぶぶ･･････自自然然環環境境ととのの調調和和にに配配慮慮しし、、緑緑やや水水辺辺ななどどをを素素材材ととししてて、、  
                      ままちちのの中中でで自自然然をを感感じじるるここととののででききるる景景観観ををつつくくるる  

歴歴史史ととままちちをを結結ぶぶ･･････歴歴史史資資源源をを取取りり込込みみ、、ままたた時時間間経経過過にによよりり味味わわいいがが創創出出さされれるる、、  
                              歴歴史史のの佇佇ままいいをを感感じじるるここととののででききるる景景観観ををつつくくるる  

生生活活ととままちちをを結結ぶぶ･･････子子どどもも達達かかららおお年年寄寄りりままでで、、誰誰ももがが自自由由にに活活動動ででききるるよよううなな、、  

                      利利用用すするる人人へへのの優優ししささをを感感じじるるここととののででききるる景景観観ををつつくくるる  

  人人  ととままちちをを結結ぶぶ･･････住住ままうう人人、、訪訪れれるる人人ががままちちへへ飛飛びび出出ししたたくくななるるよよううなな、、  
                              魅魅力力とと開開放放感感をを感感じじるるここととののででききるる景景観観ををつつくくるる   

駅周辺にぎわいゾーン 
上 越 地 域 の 新 た な 玄 関 口 お よ び 地 区 の 顔 と し て 、 地 区 の 環 境 と 都 市 機 能 の 調 和 を 図 り 、 緑 豊 か な 広 が り の あ る 景 観 形 成  

西口：自然と歴史の顔づくり 
妙 高 山 な ど の 豊 か な 自 然 環 境 や 釜 蓋 遺 跡

の歴史、くらし、文化を感じさせる景観形成 

東口：にぎわいの顔づくり 
上 越 の歴 史 や 文 化 を要 素 と し つ つ、 広 域

圏の 玄 関 口と して 相 応 しい 賑わ い を 感じ さ
せる景観形成 

（仮）上越駅 
エキナカ・自由通路 

妙高景観軸 
上 越 の シ ン ボ ル で あ る 妙 高 山 へ の 眺 望 を 活

かした景観形成 

遺跡誘導軸 
釜 蓋 遺 跡 へ の 動 線 と し て 、 遺 跡 の 特 性 を 活

かした物語性のある景観形成 

商住複合いきいきゾーン 
良 好 な 居 住 環 境 と 商 業 施 設 が 共 存 ・ 協 調 し

た落ち着いた景観形成 

図 ゾーン・主要軸の景観形成方

やすらぎ住宅ゾーン 
ゆ と り あ る 敷 地 を 有 す る 緑 豊 か な 住 環 境 の

なかでやすらぎを感じる景観形成 

・妙高連山の懐に抱かれた、歴史と文化の息づく“城下町駅” 

・雪国上越の風景にとけこんだ“歴史駅” 

・日本海と対岸交流への拠点駅 
 （ 日 本 海 の 中 心 に 位 置 し 、 対 岸 を 見 据 え た 、 外 に 向 か う 上 越 を イ メ ー ジ し た 駅 ）  

デザインコンセプト（案）へ 

◆まちづくりビジョン（案） 

百年まちづくり ～百年先も愛される 越
えち

後
ご

百会
ひゃくえ

のまちづくり～ 

むかえる：もてなしの空間づくり  

つたえる：地域らしさの活用 

みちびく：地域との連携強化  

つなげる：百年先を見据えたまちづくり 

まちなみデザインの方向性  デザイン方針(案) 

方向性①：自然とまちを結ぶ 

→ 妙 高 山 な ど へ の 眺 望 を  
踏 ま え た 施 設 配 置 、 デ ザ イ ン  

→ 地 域 環 境 に 配 慮 し た 色 彩  
→ 自 然 と の 調 和 に 配 慮 し た  

積 極 的 な 緑 化  

方向性②：歴史とまちを結ぶ 
→ 歴 史 性 を 感 じ さ せ る  

施 設 デ ザ イ ン  
→ 釜 蓋 遺 跡 と の 連 携 を 踏 ま え た

施 設 配 置 、 デ ザ イ ン  

方向性③：生活とまちを結ぶ 

→ 地 域 性 を 感 じ さ せ る 材 質 の 採 用  
→ 人 に や さ し い 施 設 デ ザ イ ン  

方向性④：人とまちを結ぶ 

→ 飽 き の こ な い 施 設 デ ザ イ ン  
→ 魅 力 や 開 放 感 を 感 じ さ せ る  

施 設 デ ザ イ ン  

○上越の歴史性や雁木造りの“助け合い・思いやり”の精神を継承した、
公共空間と共用空間の一体的なデザインによるもてなしの空間づくり 

○弥生時代の生活文化を受け継ぐ物語性のあるデザイン 

○地場材（木材やステンレスなど）の活用による、地域の産業文化を表現
した愛着の持てるデザイン 

○ユニバーサルデザイン＋αの視点を取り入れた、円滑な移動と快適な利
用への配慮 

○雪の対策・活用 
○ライフサイクルコストを意識した維持管理に優れる素材・工法の採用 

○地域に根ざしたデザインや経年変化を考慮した素材の採用 
○まちなみデザインの方向性①～③において、地域特性の活用や開放感の

ある空間づくりを念頭に検討 

 駅だけではなく、地域全体の
ま ち な み イ メ ー ジ を 表 現 し た
ものと捉える 

○妙高山等への眺望に配慮した施設配置、高さ、屋外広告物等の誘導 
○妙高山への眺望を引き立てる視点場・近景のデザイン 
○環境配慮型素材や自然エネルギーの積極的な採用 
○上越市の豊かな自然や歴史性に配慮し落ち着いたベースカラーを採用 
○上越市らしさ・地区特性を表現するイメージカラーの設定 
○商業施設や住宅外構、公共空間への積極的な緑化 
○地域の植生を活かした緑豊かな空間の創出 

次 ペ ー ジ  
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４.デザインコンセプト（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デザインの考え方（ﾃﾞｻﾞｲﾝｺﾝｾﾌﾟﾄ案） 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

未来志向 

現代的な 

＜雪国＞の 

イメージ 

 

 

文化志向 

歴史的な 

＜和＞の 

イメージ 

 

 

自然志向 

暖かみのある 

＜木＞の 

イメージ 

方向性 

■ ガラスや金属などのメタリックな素材を使用するこ

とで全体の透明感を高め、個別施設の存在感を抑えた

駅前空間とする案 

■ 山なみなど周辺の景観を 

主役とし、それらを引き立 

たせる案 

■ 雪景色に映える落ち着きや重厚感のある佇まいを 

空間全体で演出する案 

■ 自然景観を受け止め、対峙するような、 

力強さを感じる空間とする案 

■ 周辺の自然景観と調和する木

のイメージを盛り込んだ空間

とする案 

≪「周辺景観」を引き立てる、 
眺望性が高く明るい空間≫ 

▽ 雪国のクリアなイメージ 

▽ 明るくさわやかで洗練された 

都市的イメージ 

受ける印象 デザインイメージ デザインのポイント 

◇ 都市的、都会的 

◇ 洗練 

◇ 明るくさわやか 

◇ クール、シャープ 

◇ 清潔 

◇ 機能的 

◇ スピード感、躍動感 

◇ 直線的 

◇ 穏やかさ 

◇ あたたかさ 

◇ 素朴さ 

◇ 力強さ、安定感 

◇ 品格、重厚感 

◇ ヒューマンスケール 

◇ 地域の営み 

◇ モノトーン 

◇ 安心感 

◇ 心地よさ 

◇ 軽やかさ 

◇ あたたかみ 

◇ シンプル 

◇ 穏やかさ 

◇ 空気感、透明感 

◇ 四季の豊かさ 

≪落ち着きある城下町の風情 
（雁木など）を感じる空間≫ 

≪城などの威厳や重厚感のある空間≫ 

▽ 地域の佇まいを表現する「和」の 

イメージをベースとする 

▽ 東西の個性に応じ、地域の風情を 

意匠に取り込む 

≪現代的なイメージとの調和を 
考慮した明るいイメージの施設≫ 

≪地域（田園・遺跡）の暖かみを 
取り込んだ空間≫ 

▽ 格子を取り入れたデザインをベース

とする 

▽ 東西のそれぞれのイメージを色彩に

反映させる 

○ 青空を仰ぎ見ることができ、 

遠くの自然を映す、ガラスなど 

の透明感 

○ 金属などのクールで 

メタリックな素材感 

○ これらと調和し、その特長を 

引き出す色彩、照明など 

○ 落ち着きや重厚感のある色彩、

素材 

○ 石や木材など、素材そのものの

色や素材感を活かす 

○ 木漏れ日を通じて感じる木々

の緑、木陰の心地よさ、自然の

豊かさなど 

○ 自然を邪魔しない、造形物の軽

さ、明るさ、シンプルさなど 

○ 石や木材など、素材そのものの

色や素材感を活かす 

 

 
冬 

稲穂 

紅葉 

桜 

 連山・水田 

 雪・水・空 

100 年先も 

変わらない、 

上越らしさ 

 100 年間 

使われ続ける、 

施設デザイン 

住む

 訪れる人  素材 

自然 

技術 

≪地域の共通イメージ≫ 

城下町、雪国、桜、妙高連山、緑豊か、米どころ 
様々な人が全国から上越を訪れる 

最初の場所を、新しくデザインする 

 

両立 

 

 

 
具体化 

あかり・色 

 

◆KeyWord   ：“歴史の風格と未来” 

◆イメージカラー：青（紺碧）、純白、桜色、緑、黄金（稲穂） 

◆東西共通のデザインテーマ 

・妙高連山の懐に抱かれた歴史と文化の息づく“城下町駅” 

・雪国上越の風景にとけこんだ“歴史駅” 

・日本海と対岸交流への拠点駅 

北陸新幹線（仮称）上越駅の整備に関する要望書 

まちなみ会議で施設デザインを考える視点 
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Ａ案 未来志向にかかる事例 

≪秋田新幹線 田沢湖駅≫ 
■ 秋 田 県 仙 北 市  

■ 駅 舎 は ガ ラ ス を 多 用 し た シ ー ス ル

ー 、 内 装 は 木 材 を 使 用 し て お り 、 平 成

９ 年 グ ッ ド デ ザ イ ン 賞 受 賞  

■ 駅 前 広 場 は 見 通 し を 確 保 し た 中 に 、

地 元 の 多 様 な 樹 種 を 配 置  

■ 駅 構 内 に は 観 光 情 報 セ ン タ ー を 設

置  

≪上越・長野新幹線 本庄早稲田駅≫ 
■ 埼 玉 県 本 庄 市  

■ 駅 舎 は コ ン ク リ ー ト と ガ ラ ス の 質 感 を

活 か し た 現 代 的 な シ ン プ ル な デ ザ イ ン  

■ 駅 か ら 伸 び る ガ ラ ス の 大 屋 根 が 駅 の

シ ン ボ ル 性 を 強 調  

■ 駅 前 広 場 は 全 体 的 に 見 通 し の 良 い

空 間 と な っ て い る 。  

≪東北新幹線 二戸駅≫ 
■ 岩 手 県 二 戸 市  

■ 駅 舎 は 周 囲 の 山 々 に 馴 染 む 曲 線 を

基 調 と し 、 ガ ラ ス を 多 用 し た 開 放 感 の

あ る デ ザ イ ン 。 駅 東 西 で 対 象 的 な 形

状  

■ 展 望 タ ワ ー が シ ン ボ ル 性 を 強 調 し て

い る 。 駅 前 広 場 は 植 栽 が 少 な く 、 舗 装

も 単 色 で シ ン プ ル な 仕 上 が り  
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Ｂ案 文化志向にかかる事例 

≪長野新幹線 上田駅≫ 
■ 長 野 県 上 田 市  

■ 駅 舎 は 、 お 城 口 は 蔵 の イ メ ー ジ 、 温

泉 口 は 水 色 ・ピ ン ク の パ ス テ ル 調  

■ お 城 口 側 の 広 場 は 、 六 文 銭 を デ ザ

イ ン モ チ ー フ と し 、 城 下 町 の イ メ ー ジ で

デ ザ イ ン  

■ 温 泉 口 側 の 広 場 は 、 淡 い ト ー ン と ス

テ ン レ ス 素 材 で ま と め ら れ て い る  

≪秋田新幹線 角館駅≫ 
■ 秋 田 県 仙 北 市  

■ 駅 舎 は 小 京 都 に 相 応 し く 武 家 屋 敷

風 の 入 母 屋 式  

■ 駅 前 広 場 内 の 施 設 は 、 グ レ ー と 木 を

基 調 と し た 歴 史 性 を 活 か し た デ ザ イ ン

と な っ て い る 。  

≪秋田新幹線 雫石駅≫ 
■ 岩 手 県 雫 石 市  

■ 駅 舎 は 宮 沢 賢 治 の 童 話 「 銀 河 鉄 道

の 夜 」を モ チ ー フ と し た デ ザ イ ン  

■ 南 口 駅 前 広 場 内 の 施 設 は 、 茶 系 を

基 調 と し 、 舗 装 等 は 南 口 駅 舎 デ ザ イ

ン と 合 わ せ た 流 線 形 の デ ザ イ ン と な っ

て い る 。  
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Ｃ案 自然志向にかかる事例 

≪秋田新幹線 大曲駅≫ 
■ 秋 田 県 大 仙 市  

■ 駅 舎 は 江 戸 時 代 の 水 運 の 利 を も た

ら し て い る 河 川 の う ね り を 格 子 で 表 現

（平 成 10 年 グ ッ ド デ ザ イ ン 賞 受 賞 ） 

■ 駅 舎 改 修 の た め 、 駅 前 広 場 は 既 存

広 場 を そ の ま ま 利 用 し て い る  

≪長野新幹線 安中榛名駅≫ 
■ 群 馬 県 安 中 市  

■ 駅 舎 は 周 囲 の 山 並 み 等 と 馴 染 む よ

う 小 規 模 。 グ レ ー と 水 色 を 基 調 に 、 ガ

ラ ス を 利 用  

■ 駅 前 広 場 内 の 施 設 は シ ン プ ル な も

の が 多 く 、 案 内 サ イ ン だ け が 駅 舎 デ

ザ イ ン と 統 一 さ れ て い る 。  

≪長野新幹線 佐久平駅≫ 
■ 長 野 県 佐 久 市  

■ 駅 舎 は 旧 中 込 学 校 を モ チ ー フ と し た

白 壁 や ス テ ン ド グ ラ ス 風 の デ ザ イ ン 。

山 並 み を 表 現 し た 三 角 屋 根  

■ 駅 か ら 続 くデ ッ キ は 展 望 の 場  

■ 水 を 利 用 し た 修 景 、 広 場 内 の 施 設

は 木 材 利 用 で 統 一 し て い る  
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